
保谷駅前　南側　　昭和38（1963）年撮影
西東京市中央図書館 地域・行政資料室所蔵

現在の保谷駅南口
撮影：牟田信幸（栄町在住）

今月号の内容

２面…雇用・労働問題講座パート2、青年対象
ワークショップ、谷戸市民映画会、料理
講座、地域を知る講座、親子講座 ほか

３面…ひばりが丘フェスティバル、　　　　
公民館運営審議会・答申概要 ほか

保
谷
駅
南
口
地
区
の
再
開
発
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら
市
と
地
域
の
方
た

ち
と
で
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。市
施
行
の
再
開
発
事
業
は
平
成
16
年

か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
、ス
テ
ア
ビ
ル
、ソ
レ
イ
ユ
保
谷
ビ

ル
の
完
成
に
続
い
て
、
交
通
広
場
と
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
が
完
成
し

た
こ
と
か
ら
、平
成
24
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

会
の
発
起
人
で
副
会
長
の
喜
田
貞

さ
ん
は
元
養
護
教
諭
。
心
身
に
不
調

を
訴
え
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
一

方
で
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
の
相

談
に
応
じ
て
い
た
喜
田
さ
ん
は
、
定

年
を
前
に
「
学
校
に
保
健
室
が
あ
る

よ
う
に
、
街
中
に
も
保
健
室
が
あ
っ

て
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
気
軽
に
悩
み

を
相
談
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
、
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
退
職
後
の
２
０
０
５
年

に
、
出
生
か
ら
思
春
期
ま
で
の
子
育

て
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
ま
ち
か
ど
保
健
室
」
を
42
人

の
仲
間
と
と
も
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
２
０
１
２
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
な
り
、
西
東
京
市
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
支
え
る
メ
ン
バ
ー
に
は
、

子
育
て
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
き

た
Ｏ
Ｂ
や
現
役
が
名
を
連
ね
、
活
動

の
一
つ
で
あ
る
相
談
事
業
で
は
、
発

達
障
が
い
や
不
登
校
の
悩
み
な
ど
、

保
護
者
の
悩
み
に
応
じ
て
そ
の
道
の

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
な
ど
で
子
育
て
に

関
す
る
講
演
会
や
学
習
会
を
開
い
て
、

子
育
て
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
ほ
か
、

母
親
グ
ル
ー
プ
や
学
校
、
保
育
園
、

育
成
会
な
ど
の
依
頼
で
、
メ
ン
バ
ー

が
講
師
と
し
て
学
習
会
に
出
向
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
出
会
う

若
い
母
親
か
ら
「
悩
み
を
聞
い
て
く

れ
て
、
子
育
て
も
学
べ
る
場
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
喜
田
さ
ん
は
、「
こ

の
会
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
、
若
い
メ

ン
バ
ー
を
増
や
し
て
、
次
の
世
代
へ

と
活
動
を
つ
な
げ
た
い
」
と
考
え
て

い
ま
す
。

連 

喜
田
☎
042
・
421
・
２
０
８
９

昨
年
の
熊
本
地
震
で
開
設
さ
れ
た

避
難
所
で
生
活
し
た
女
性
た
ち
か
ら
、

「
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
だ
と
、
下
の
ほ
う
か
ら
誰
か
の
手

が
伸
び
て
き
そ
う
で
心
配
だ
っ
た
け

れ
ど
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
仕
切
り
だ
と

安
心
し
て
眠
れ
た
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
性
別

が
異
な
る
だ
け
で
も
必
要
と
す
る
支

援
に
は
違
い
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
配
慮
で
、
避
難
所
生
活
の
気
苦
労

は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
誰
も
が
困
る
状
況

に
陥
り
、
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
要
介
護
高

齢
者
、障
が
い
者
、外
国
人
、妊
産
婦
、

乳
幼
児
な
ど
は
、
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
し
ま
す
。

多
様
な
背
景
を
も
つ
人
た
ち
が
暮

ら
す
こ
の
ま
ち
で
、
誰
か
を
取
り
残

す
こ
と
な
く
、
被
災
後
の
困
難
な
状

況
を
み
ん
な
で
の
り
こ
え
て
い
く
た

め
に
、
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。公

民
館
は
、
大
地
震
の
時
な
ど
に

帰
宅
困
難
者
の
一
時
滞
在
施
設
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
編
集
室
で
は
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
野
修
平
さ
ん

（※

）の
助
言
を
得
な
が
ら
、
ア
イ
マ

ス
ク
の
着
用
と
車
い
す
に
よ
る
移
動

と
い
う
疑
似
体
験
を
通
し
て
、
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
方
た
ち
は
ど
ん
な

こ
と
に
困
り
、
何
を
求
め
て
い
る
の

か
知
ろ
う
と
試
み
ま
し
た
。

そ
の
体
験
か
ら
、
一
時
滞
在
施
設

や
避
難
所
を
運
営
す
る
上
で
大
切
に

す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
そ
の
人
ら
し
く
、
自

立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
。
例
え
ば
、
視
覚
に
障
が
い

が
あ
る
人
に
は
、
音
や
声
に
よ
る
情

報
提
供
や
、
移
動
の
際
の
周
囲
の
人

の
支
援
、
一
人
で
壁
伝
い
で
移
動
で

き
る
通
路
の
確
保
が
必
要
で
す
。
車

い
す
を
使
用
す
る
人
に
も
、
自
由
に

動
け
る
幅
の
通
路
が
必
要
で
す
。

二
つ
目
は
、
支
援
を
す
る
時
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
。

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

人
が
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
、

何
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
か
、

本
人
に
聞
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
支
援

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

三
つ
目
は
、
み
ん
な
で
助
け
あ
っ

て
の
り
こ
え
る
と
い
う
こ
と
。
人
は

み
な
、
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

一
方
的
に
援
助
さ
れ
る
だ
け
の
人
は

い
な
い
で
し
ょ
う
。
避
難
所
等
は
、

み
ん
な
が
、「
お
互
い
さ
ま
」
と
気

遣
い
あ
い
、
助
け
あ
っ
て
生
活
す
る

場
だ
と
思
い
ま
す
。
特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
人
た
ち
も
、
役
割
を
担

っ
て
、
そ
の
場
を
運
営
す
る
大
切
な

メ
ン
バ
ー
で
す
。
助
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
誰
か
を
助
け
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
災
害
時
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
も

い
え
る
こ
と
で
す
。

そ
の
人
が
必
要
と
す
る
配
慮
を
理

解
す
る
。
そ
し
て
、
個
と
し
て
向
き

あ
う
。
個
人
と
し
て
尊
重
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
助
け
あ

う
。
そ
の
よ
う
に
他
者
と
向
き
あ
う

日
常
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
、

非
日
常
の
困
難
な
状
況
下
で
助
け
あ

う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
野
さ
ん
は
、「
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
は
災
害
に
も
強
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、今
、わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

※

小
野
修
平
さ
ん

　

公
民
館
だ
よ
り
１
月
１
日
号
の
一

面
記
事
を
執
筆
。
記
事
を
ご
覧
に

な
り
た
い
方
は
、
各
公
民
館
ま
で
。
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段差は10㎝ほどで、スロープが
設置されていましたが、1人で上
がることができませんでした。無
理に上がろうとしたら、後ろにひ
っくりかえりそうな気がしました。

ガイド者との距離が開いても、
詰まっても歩きづらいので、歩調
を合わせることにも気を配りまし
た。屋外では、周囲の音のせいで、
ガイド者の声を聞き取れないこと
もありました。

車いす体験
〈谷戸公民館玄関前スロープにて〉

アイマスク体験
〈谷戸公民館玄関前アプローチにて〉

だれもが災害をのりこえるために

お
の
し
ゅ
う
へ
い

き    

た
　  

て
い

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

保
谷
駅
南
口

～要配慮者の疑似体験を通して～

体験者の声

体験者の声

相
互
に
助
け
あ
う
関
係

ひ
と
も
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
配
慮
も
さ
ま
ざ
ま

問
わ
れ
る
町
の
フ
ト
コ
ロ

わ
が
街
をもっと
知
り
た
く
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　

ま
ち
か
ど
保
健
室

喜
田 

貞
さ
ん

だれもが災害をのりこえるために

西東京市
3 月 1 日

編集　公民館だより編集室
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毎月第４月曜日は休館日です
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保谷駅前公民館 東町3ｰ14ｰ30 ☎042・421・1125　ekimae-kou@city.nishitokyo.lg.jp

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。



【まちがいさがしの答え】
①はちがウィンク ②はちの手にジュース ③触角の先の丸 ④はちの胴体の線の数 ⑤花の真ん中の模様

©「ソ満国境 15歳の夏」製作委員会

　アルバイトでも正社員と同じように有給休暇が
とれることを知っていますか？　今、アルバイト
をしている方、アルバイトをしているお子さんの
ことが心配な方、働く者の権利について、一緒に学
びませんか。
時 ３月26日（日）14時～16時
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者優先
定 25人（申込多数の場合は抽選）
内 ①学生バイトの実態調査からみえてくるもの
　 ②アルバイトのための法律Ｑ＆Ａ
　 ③トラブルにあったとき
講 青野恵美子（明治大学労働教育メディア研究セ
ンター客員研究員・映像制作者）

　 高須裕彦（一橋大学大学院社会学研究科フェア
レイバー研究教育センタープロジェクトディ
レクター）

申 ３月24日（金）17時までに電話かメールで柳沢
公民館へ

　敗戦でソ満国境付近
に取り残された少年た
ちの過酷な運命を映画
化。記憶が風化する中で、
戦争、平和、国家につい
て考えます。
上映
「忘れてはいけない記憶～西東京にもあった戦争～」
（西東京シネマ倶楽部製作／2016年／30分）
「ソ満国境 15歳の夏」（2014年／日本／1時間34分）
監督：松島哲也　原作：田原和夫
出演：夏八木 勲、田中 泯　ほか
松島監督のトーク
「記憶を映像に残すこと」
講師：松島哲也（映画監督・日本大学芸術学部教授）
時 3月20日（月・祝）
　 開場：13時　上映：13時半～
　 講演会：15時45分～17時15分
場 谷戸公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 100人（申込順）
申 3月2日（木）9時から電話で谷戸公民館へ
※この事業は西東京市シネマ倶楽部の協力を得て
実施します。

　市民の手で明るい雑木林へと再生させ、山百合
も咲くようになった西原自然公園。映像を交えた
お話と見学会に参加しませんか。
場 ①芝久保公民館　②西原自然公園
対 市内在住・在勤・在学者
定 50人（申込多数の場合は抽選）
講 池田干城（西原自然公園を育成する会）
申 3月7日(火)
17時までに
電話かメー
ルで芝久保
公民館へ

芝久保

　親子でコラージュ（※）を作り、作品から見えて
くる「親子関係」や「もう一人の自分」を発見してみ
ませんか？
時 3月29日（水）・30日（木）10時～12時　全２回
場 ひばりが丘公民館
対 市内在住の小学生とその保護者
講 伊賀順子（東京ユング研究会）
定 10組20人（申込順）
持 切り抜いて使用できるカラーの古雑誌子ども
用・保護者用各１冊、カラーの古新聞１部

申 3月6日（月）10時から電話でひばりが丘公民館へ
※コラージュ：画面に新聞や
写真、布、木片、ビーズなど
をいろいろ組み合わせて貼
り付ける絵画技法、または
その作品のこと

ひばりが丘

　革を切り、刻印を押してネコち
ゃんストラップを作ります。
時 3月30日(木)10時～12時
場 谷戸公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 10人(申込順)
講 長沼都子（クラフト作家）
￥ 500円（材料費）
申 3月2日（木）10時から電話で
谷戸公民館へ

谷戸

谷戸 柳沢

　自分のコミュニケーションの仕方を見つめ直す
ワークショップを体験してみませんか。
時 3月10日～3月24日　全３回
　 毎週金曜日18時半～20時半
場 柳沢公民館
対 高校生以上40歳未満の市内在住・在勤・在学者
定 10人（申込順）
講 有波康治（日本教育推進財団認定トレーナー）
申 3月3日（金）10時から電話かメールで柳沢公民
館へ

柳沢

　午後のひととき、合唱、ハーモニカ、江戸芸かっ
ぽれをお楽しみください。
時 3月13日(月)14時～15時45分
場 柳沢公民館
出演団体
ハーモニー
西東京かっぽれ道場
保谷ハーモニカアカデミー
※当日、直接会場にお越しください

柳沢

　サークル「やまもも」の1年間の作品展です。
いろいろな絵を楽しんでください。
時 3月8日（水）～28日（火）
場 芝久保公民館

　サークルの皆さんと一緒に絵を描いてみませんか？
時 3月14日（火）・28日（火）14時～16時
場 芝久保公民館
定 10人程度（先着順）
講 広瀬 歩（サークル「やまもも」講師）
持 あれば、水彩絵の具、絵筆、パレット、鉛筆（2Ｂ～4Ｂ）
※当日、直接会場にお越しください

芝久保

　アメリカの伝統菓子「ウーピーパイ」にアイシン
グをして、あなただけのオリジナルウーピーパイ
を作りませんか？
時 3月11日（土）13時半～16時
場 田無公民館
講 芳野朋美（パン・天然酵母パン講師、コーヒーコ
ーディネーター）

対 小学5年生以上の市内
在住・在勤・在学者

定 16人（申込順）
￥ 500円（材料費）
　※当日集めます
持 エプロン・三角巾・手拭
きタオル・ふきん2枚

申 3月3日（金）9時から電
話で田無公民館へ

田無

場 柳沢公民館
申 当日、上映30分前から受け付けをします。直接視聴覚室までお越
しください。上映時間前の入場にご協力お願いします。

定 50人（先着順です。定員に達した場合、入場をお断りすることが
あります。あらかじめご了承ください。）

「ローマの休日」
（1953年/アメリカ/1時間58分）
3月８日（水）　14時～
監督：ウィリアム・ワイラー
出演：オードリー・ヘップバーン
　　 グレゴリー・ペック ほか

「春が来れば」
（2004年/韓国/2時間8分）
3月24日(金)　19時～
監督：リュ・ジャンハ
出演：チェ・ミンシク ほか

ヤングアダルト対象
もちろん大人の方も…

「うた魂♪」
（2008年/日本/2時間）
3月29日（水）　14時～
監督：田中 誠
出演：夏帆　ゴリ
　　  薬師丸ひろ子 ほか

ムービールーム柳沢

春休み特別企画

柳沢

①

②

日　時 内　容回

3/10（金）
14時～16時

3/13（月）
13時半
　～15時半

上映とお話
・西原自然公園を題材にしたアニメ
映画、四季の映像
・雑木林再生の取り組みと四季折々
の見どころ

西原自然公園見学と交流（現地集合。
見学後、芝久保公民館に移動）

たてき

なつ  や    ぎ   いさお みん

たま

雇用・労働問題講座パート２地域を知る講座 谷戸市民映画会
上映とトーク

「ソ満国境 15歳の夏」

料理講座

地域で楽しむ料理講座パート5
あなただけのウーピーパイを作ろう

パワハラ・バイトは許さない
～若者の職場をチェック！～

青年対象ワークショップ

簡単コミュニケーション講座
コミュニケーション能力ってなんだろう

ちいさな展示会

第57回ロビーコンサート

再生された雑木林
「西原自然公園」に学ぶ

親子講座

ユング心理学
「コラージュを作ろう！」

ロビーミニ講習会

革工芸deストラップ♪

水彩で「はがき絵」展作品展

楽しく花やくだものを描こう講習会
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映画

榎本 桂三（泉町在住）

　

西
東
京
市
公
民
館
の
主
催
事
業
に

お
け
る
市
民
と
の
協
働
・
市
民
参
加

の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
答
申
概
要
）

　

本
年
１
月
25
日
開
催
の
定
例
会
で
、公
民
館
運
営
審
議
会（
略
称「
公
運
審
」）は
、「
西
東
京
市
公

民
館
の
主
催
事
業
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
・
市
民
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」と
題
す
る
答
申

書
を
公
民
館
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、平
成
28
年
３
月
23
日
に
公
民
館
長
か
ら
諮
問
を
受

け
た
公
民
館
運
営
審
議
会
が
、10
カ
月
に
わ
た
っ
て
検
討
・
審
議
を
重
ね
て
、ま
と
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。な
お
、全
文
は
市
内
６
館
の
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ⅰ　

諮
問
の
背
景

公
民
館
主
催
事
業
が
市
の
行
政
評

価
の
対
象
と
な
り
改
善
・
見
直
し
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

公
民
館
独
自
評
価
の
現
状
を
踏
ま
え

課
題
を
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
、
平
成
28
年
度
か
ら
ひ
ば
り
が

丘
公
民
館
を
分
室
と
す
る
体
制
の
変

更
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
の
三
点
か
ら

諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ　

公
民
館
主
催
事
業
に
つ
い
て

「
公
民
館
主
催
事
業
の
意
義
」
に

つ
い
て
、公
民
館
職
員
・
専
門
員
（
以

下
「
職
員
」）
及
び
公
運
審
委
員
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
付
箋
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
結
果
等
か
ら
、
以
下
の
三

点
を
こ
れ
か
ら
の
主
催
事
業
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

ⅰ
公
民
館
は
単
な
る「
施
設
」「
空
間
」

で
は
な
く
、
主
催
事
業
に
よ
っ
て

公
民
館
が
果
た
す
べ
き
住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
。

ⅱ
主
催
事
業
を
構
成
す
る
要
素
は
、

「
地
域
市
民
（
学
習
者
）」、「
内
容
」、

「
方
法
」
で
あ
り
、
特
に
「
方
法
」

が
多
様
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
、

よ
り
一
層
、
市
民
参
画
を
進
め
て

い
く
こ
と
。

ⅲ
主
催
事
業
は
、
単
に
講
座
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
ま
つ
り
や
コ
ン
サ

ー
ト
を
準
備
す
る
過
程
で
も
市
民

五
十
数
年
前
に
公
開
さ
れ
た
映
画

で
す
。現
在
の
中
東
の
情
勢
、そ
の
発

端
を
知
る
に
は
恰
好
の
作
品
。

当
時
イ
ギ
リ
ス
は
ト
ル
コ
と
争
っ

て
、ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
フ
ラ
ン
ス
と

共
に
植
民
地
支
配
し
よ
う
と
画
策
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、イ
ギ
リ
ス
の
陸
軍
少
尉

ト
マ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
レ
ン
ス

（
１
８
８
８
年
生
ま
れ
）が
砂
漠
に
魅

せ
ら
れ
、ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
ア
ラ

ブ
独
立
闘
争
（
ア
ラ
ブ
反
乱
）を
指

揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、こ
れ
に
現
在

の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
あ
る
諸
王
家
の

人
物
た
ち
が
登
場
し
て
、話
の
展
開

を
賑
や
か
に
す
る
の
で
す
。

最
後
、ロ
レ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
陸

軍
の
英
雄
と
な
り
な
が
ら
も
、大
き

な
失
意
（
結
局
は
祖
国
イ
ギ
リ
ス
に

い
い
よ
う
に
さ
れ
て
、ア
ラ
ブ
人
た

ち
を
解
放
で
き
な
か
っ
た
）を
胸
に

抱
い
て
ア
ラ
ビ
ア
を
後
に
し
ま
す
。

そ
し
て
16
年
後
の
１
９
３
５
年
、

愛
用
し
て
い
た
オ
ー
ト
バ
イ
で
事
故

を
起
こ
し
、亡
く
な
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

今
回
、久
々
に
映
画
を
見
て
思
っ

た
こ
と
は
、土
地
や
権
力
を
め
ぐ
っ

て
争
う
人
た
ち
の
姿
は
何
ら
変
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。真
の

平
和
は
本
当
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

メールでの
講座申込方法

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏名・電話番号・
　　　住所・年代
※後日確認メールを送り
ます。届かない場合は
お手数ですが、電話で
お問い合わせください。

自
治
の
力
が
育
ま
れ
る
こ
と
。
ま

た
、
時
間
的
・
地
理
的
に
講
座
参

加
が
難
し
い
方
々
に
も
「
公
民
館

だ
よ
り
」
に
よ
り
、
学
び
の
素
材

を
届
け
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
事

業
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

Ⅲ　

市
民
企
画
事
業
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
現
在
の
課
題
、

実
施
団
体
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
今

後
に
向
け
て
以
下
の
観
点
を
盛
り
込

ん
で
市
民
企
画
事
業
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

ⅰ
金
銭
的
支
援
に
限
ら
ず
、
場
所
や

情
報
発
信
の
支
援
を
行
い
地
域
人

材
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
機
会
と

し
て
、
市
内
各
施
設
や
学
校
で
の

実
施
な
ど
も
検
討
し
、
市
民
企
画

事
業
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
こ
と
。

ⅱ
新
し
く
企
画
を
し
て
み
よ
う
と
す

る
団
体
の
枠
組
み
を
設
け
た
り
、

職
員
が
企
画
づ
く
り
の
助
言
を
す

る
な
ど
に
よ
り
、
金
銭
的
支
援
を

伴
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
団
体
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。

ⅲ
市
民
企
画
事
業
に
取
り
組
む
団
体

間
の
交
流
や
学
び
合
い
の
場
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
企
画
・
運

営
・
報
告
の
各
段
階
に
お
い
て
公

運
審
が
か
か
わ
る
仕
組
み
に
す
る

な
ど
、
透
明
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
。

Ⅳ　

公
民
館
主
催
事
業
に
お
け
る
市

民
と
の
協
働
・
市
民
参
加
の
あ

り
方
に
つ
い
て

公
民
館
主
催
事
業
に
お
け
る
協
働

は
、
市
民
の
評
価
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
高
い
評
価
の
要
因
は
、
日
ご

ろ
か
ら
市
民
と
職
員
が
対
等
で
よ
り

良
い
関
係
性
を
築
い
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
の
結
果
、
市
民
が
地
域
の
問

題
を
考
え
、
職
員
は
そ
の
専
門
性
を

活
か
し
円
滑
な
住
民
活
動
や
合
意
形

成
を
し
て
、
従
来
の
一
律
的
な
市
の

政
策
で
は
対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
を

掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
特
色
を
踏
ま

え
た
解
決
策
を
協
働
で
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
参
加
条
例
等
を
指

針
と
し
な
が
ら
、
公
運
審
や
利
用
者

懇
談
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
公
民

館
主
催
事
業
が
市
民
同
士
の
協
働
の

触
媒
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
等
が
必

要
で
す
。

な
お
、
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
参
加
と
協

働
を
支
え
る
職
員
の
役
割
の
明
確
化

を
図
り
な
が
ら
、
ひ
ば
り
が
丘
な
ら

で
は
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
事
業

水
準
を
保
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

3／12（日）10：00～16：00

ひばりが丘フェスティバル実行委員会
ひばりが丘公民館

第１部 第２部

ひばりが丘公民館を中心に活動しているサークルによる
発表と作品展示のフェスティバルです。
素敵な出会いと感動があなたをお待ちしています。

●和紙ちぎり絵「瑞雲の会」
●川柳朗遊会
●折りづるの会（おり紙）
●編物を楽しむ会　あむあむ　
●水墨画を楽しむ会
●絵手紙　蔕の会
●ＷＡＨＩＮＥ(手作り小物)
●泉舟会（毛筆）
●しゅわクラブしゅわにゃん
●保育付きサークル(手作り作品)
　チリンポロン・素敵にマイライフ・
　Como-cafe・Sunny Heart
●エコで革小物を
　（コインケース、ペンケースづくりのワークショップ）
※3月初旬より随時、展示します

10：00～16：00

●マンドリンアンサンブルひばり
●カラーズゴスペルクワイア
●オカリナ保谷グループ
●フルーツパフェ（フルート）
●朗読劇の会　りふれ
●ひまわり（女声合唱）
●みんなで歌いましょう♪

10：10  開場
10：25  開演～12：15（終演予定）

●ワンダーシャイン（キッズダンス）
●赤いレイ（ウクレレ）
●女声コーラス　ビバーチェ
●朗読「草の会」
●しゅわクラブしゅわにゃん
●声楽アンサンブル「魔女と侍女」
●みんなで歌いましょう♪

13：45   開場
14：00   開演～16：00（終演予定）

♩

♩

♩

♪

♬♯ ♭

♭

　公民館だよりに対するご意見や、公民館だ
よりで取り上げてほしいことなどを自由に
話しあいます。公民館だよりの紙面を充実さ
せるために、感想や地域の情報をお聞かせく
ださい。どなたでもどうぞ。
時 ３月21日（火）10時～12時
場 柳沢公民館

「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」

（
１
９
６
２
年
／
イ
ギ
リ
ス
／
３
時
間
46
分〈
完
全
版
〉）

監
督
：
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ン

出
演
：
ピ
ー
タ
ー
・
オ
ト
ゥ
ー
ル
ほ
か

ひばりが丘公民館

詳細はひばりが丘公民館へお問い合わせください
主
催

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

池袋→←所沢
ひばりヶ丘駅（南口）

スーパー銀行
銀行

ショッピングセンター

ひばりが丘公民館
ひばりが丘2ー3ー4
都営ひばりが丘二丁目
アパート4号棟1階

バス停
ひばりヶ丘駅入口

ビル【企業】
豆腐店
調剤薬局

イチョウ公園

不動産会社

バス停
谷戸

田無駅から
バス便の場合大型

マンション

ひばりが丘保育園

マ
ン
シ
ョ
ン

交番

谷
戸
新
道

ふりがな
か
っ
こ
う

に
ぎ

へた

ワ　　 ヒ　　ネ

公民館だより公開編集会議開催

西
東
京
市
公
民
館
運
営
審
議
会
・
答
申

第8回

アクセス ひばりが丘駅から徒歩8分

展示(ロビー)

発表(集会室)
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時とき 場ところ 対 対象 定 定員 講 講師 申 申込 （3面左下）¥ 費用等 持 持ち物内 内容 連 連絡先 メール申込



記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
５
つ
。
解
答
は
２
面
下
に
。

※タッチの違いや色の濃淡はまちが
いに含みません。

お
た
の
し
み
川
柳

今
月
の
お
題
「
背
」

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
号
の
お
題
「
足
」で
す

３
月
24
日
（金）

締　

 

切

平
成
28
年
３
月
、
公
民
館
長
か
ら
、

「
西
東
京
市
公
民
館
の
主
催
事
業
に

お
け
る
市
民
と
の
協
働
・
市
民
参
加

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
公
運
審
に

諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
答
申
づ
く
り
の
過
程
で
、

公
民
館
主
催
事
業
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
協
働
・
市
民
参
加
が
す
で
に
行

わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
は
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
で
も
学
べ
る
社
会
の
実

向
き
合
っ
て
い
る
、
と
聞
い
て
、
す

ぐ
に
思
い
出
し
た
の
が
、
我
が
西
東

京
市
の
公
民
館
職
員
・
専
門
員
の
こ

と
で
し
た
。

市
内
６
館
体
制
で
身
近
に
職
員
・

専
門
員
が
い
る
と
い
う
状
況
は
、
こ

の
街
の
財
産
だ
と
思
い
ま
し
た
。

公
民
館
運
営
審
議
会

　

３
月
22
日
（水） 

18
時
半
〜

　

柳
沢
公
民
館

　

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

　

柳
沢
公
民
館

　

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す

現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
う
し
た
社
会
の
実
現
は
、
公
民
館

が
ひ
と
り
頑
張
っ
て
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
、
学
び
を
通
じ
て
市
民

と
職
員
が
出
会
い
、
対
等
で
よ
り
良

い
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
、
市
民
の

課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
特
色

を
踏
ま
え
た
学
び
の
場
づ
く
り
や
課

題
解
決
を
協
働
で
行
っ
て
い
る
の
で

す
。先

日
、「
こ
ま
じ
い
の
う
ち
」
と

い
う
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
に
か

か
わ
る
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
ま
し
た
。

日
々
、
住
民
参
加
・
学
び
合
い
支
え

合
い
・
社
会
資
源
の
活
用
を
心
が
け
、

信
じ
る
こ
と
で
個
々
の
住
民
の
強
み

が
出
て
く
る
と
い
う
姿
勢
で
市
民
と

＊
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

・
見
栄
張
っ
て
背
中
伸
ば
し
て
老
い
隠
す
　
　
有
賀
泰
造

・
始
ま
り
は
可
愛
く
拗
ね
て
背
を
向
け
る
　
　
手
塚
重
明

・
背
泳
で
モ
チ
腹
ゆ
ら
し
水
し
ぶ
き
　
　
　
花
田
カ
ツ
子

３月８日　みつばちの日

　「3」「8」の語呂合わせで、全日本は
ちみつ協同組合と日本養蜂はちみつ
協会が制定しました。古代エジプト
の壁画にみつばちの飼育の様子が描
かれていたり、日本では平安時代に
はちみつを宮中への献上品にしたり、
人間とみつばちの歴史は古く、はち
みつは長く貴重品とされていました。
作画：位田・齊藤・清田（中学２年生）

車
い
す
の
母
と
外
出
す
る
と
、ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
不
都
合
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ

ー
は
大
事
で
す
ね
。　　
　

    

（
お
）

「
サ
ー
ク
ル
か
ら
」
の
原
稿

締
め
切
り
日
が
、
掲
載
を
希
望

す
る
号
の
発
行
月
の
前
々
月
の

20
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

20
日
が
土
・
日
・
祝
日
に
あ
た

る
場
合
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
平

日
に
な
り
ま
す
。

５
月
１
日
号
の
原
稿
締
め

切
り
日
は
、
３
月
17
日
（金）
で
す
。

　

１
月
か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

た
市
民
企
画
事
業
に
つ
い
て
、
実
施

団
体
が
事
業
の
概
要
や
感
想
な
ど
を

報
告
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

時 

３
月
18
日
（土） 

10
時
〜

場 

柳
沢
公
民
館

　

公
民
館
市
民
企
画
事
業
は
、
市
内

の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
企
画
・
運
営
す

る
事
業
を
、
審
査
の
上
、
公
民
館
事

業
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
講

師
料
は
公
民
館
が
支
払
い
ま
す
。

事
業
の
目
的
・
条
件

　

自
主
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
活
動

で
培
っ
た
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
企
画
し
た
事
業
を
公
民
館
事
業

と
し
て
公
開
で
行
う
こ
と
で
、
市
民

に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
日
ご
ろ
の
活

動
と
は
別
に
、
初
め
て
参
加
す
る
市

民
に
向
け
て
事
業
を
組
み
立
て
る
こ

と
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
お
願
い
し
て

い
る
方
と
は
別
の
方
に
講
師
を
依
頼

す
る
こ
と
な
ど
、
実
施
上
の
条
件
も

あ
り
ま
す
。

第
１
期
の
説
明
会
を
実
施

　

１
年
度
を
４
期
に
分
け
、
実
施
期

間
ご
と
に
申
請
期
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
の
利
用
を
考
え
て
い

る
グ
ル
ー
プ
は
、
期
ご
と
に
実
施
す

る
説
明
会
の
い
ず
れ
か
に
必
ず
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
第
１
期
の
説
明
会
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

初
め
て
の
グ
ル
ー
プ
は

　

初
め
て
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
グ

ル
ー
プ
を
特
に
歓
迎
し
ま
す
。
ご
希

望
が
あ
れ
ば
、
事
業
企
画
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、

各
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
で
す
ね
〜　

♪
み
ん
な
で
う
た
い

ま
し
ょ
う
！

コ
ー
ル　

フ
ァ
ミ
リ
ア

　

誰
で
も
知
っ
て
い
る
、
誰
で
も
歌

え
る
う
た
を
、
い
っ
し
ょ
に
う
た
い

ま
し
ょ
う
！
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３
月
６
日
（月）
／
13
時
半
〜
15
時
半
／

田
無
公
民
館
／
指
導
：
草
野
一
哉
／

清
河
☎
042
・
462
・
５
３
７
４

第
19
回
ス
ケ
ッ
チ
の
会
水
彩
画
作
品
展

ス
ケ
ッ
チ
の
会

　

水
彩
画
を
楽
し
ん
で
い
る
仲
間
で

す
。
風
景
や
静
物
な
ど
、
メ
ン
バ
ー

の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
７
日
（火）
〜
12
日
（日）
／
10
時
〜
16

時
（
初
日
13
時
か
ら
）
／
柳
沢
公
民

館
／
黒
澤
☎
090
・
９
８
３
８
・
０
７

１
２

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
み

よ
う豊

か
な
老
い
じ
た
く
を
考
え
る
会

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
終
末
期
医
療
・

葬
儀
の
こ
と
な
ど
を
書
き
残
す
た
め

の
知
識
も
お
伝
え
し
ま
す
。

３
月
10
日
（金）
／
14
時
〜
16
時
／
芝
久

保
公
民
館
／
25
人
（
要
申
込
）
／
有

馬
☎
090
・
８
８
０
９
・
４
６
１
７

大
人
の
た
め
の
英
会
話
サ
ー
ク
ル
始

動
し
ま
す
！

保
谷
で
英
語
サ
ー
ク
ル

　

３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
も
、
一
緒
に
楽
し
く
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
せ

い
ま
改
め
て
公
民
館
を
考
え
る

公
民
館
を
よ
り
よ
く
す
る
会

　

公
民
館
の
設
置
か
ら
70
年
。
改
め

て
創
設
の
理
念
・
権
利
と
し
て
の
学

習
・
民
意
を
反
映
す
る
公
民
館
運
営

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時 

３
月
11
日
（土） 

10
時
〜
12
時

場 

柳
沢
公
民
館

定 

120
人
（
先
着
順
）

講 

長
澤
成
次
（
千
葉
大
学
教
育
学

部
教
授
）

￥ 

100
円
（
資
料
代
）

連 

奥
津
☎
042
・
461
・
３
４
１
４

小
学
生
向
け
食
育
講
座

こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
巻
き
寿
司
を
つ
く
ろ

う
！

ウ
ェ
ル
か
む
キ
ッ
チ
ン

　

日
本
の
伝
統
食
巻
き
寿
司
で
、
こ

ぐ
ま
ち
ゃ
ん
を
作
り
ま
す
。
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
簡
単
な
味
噌
汁
も
あ
り

ま
す
。

時 

３
月
12
日
（日） 

11
時
〜
14
時

場 

田
無
公
民
館

定 

16
人
（
申
込
順
）

講 

長
沼
よ
し
え
（
栄
養
士
・
飾
り

巻
き
寿
司
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

￥ 

500
円
（
資
料
代
・
材
料
費
）

持 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

タ
オ
ル
・
上
履
き

申 

３
月
１
日
（水）
か
ら
メ
ー
ル
で
左

記
へ
。
返
信
メ
ー
ル
で
受
付
完

了
で
す
。

　

  welcomekitchen@
hotmail.co.jp

連 

妹
尾
☎
042
・
451
・
２
４
０
６

※

小
学
３
年
生
ま
で
は
、
保
護
者
の

送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

ん
か
？　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
13
日
（月）
／
10
時
〜
11
時
半
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
資
料
代
500
円
／
三

浦
☎
080
・
４
１
６
９
・
７
３
７
７

上
映
会
「
ず
っ
と
、
い
っ
し
ょ
。」

（
う
ま
れ
る
シ
リ
ー
ズ
２
作
目
）

西
東
京
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
向
き
合
う
３

家
族
の
姿
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が

生
ま
れ
て
き
た
意
味
や
家
族
の
絆
、

命
の
大
切
さ
を
考
え
る
作
品
で
す
。

３
月
18
日
（土）
／
１
回
目
10
時
〜（
マ

マ
さ
ん
タ
イ
ム
）、
２
回
目
14
時
〜

／
コ
ー
ル
田
無
／
入
場
料
千
円
（
中

学
生
以
上
）、
小
学
生
500
円
、
身
体

障
が
い
者
手
帳
提
示
で
500
円
／
宮
崎

☎
090
・
７
０
０
６
・
４
０
９
１

写
真
展
へ
の
お
誘
い

多
摩
写
友
会

　

会
員
に
よ
る
恒
例
の
春
季
写
真
展

で
す
。
風
景
や
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
多
彩

な
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
19
日
（日）
〜
25
日
（土）
／
９
時
〜
17

時
（
初
日
12
時
か
ら
）
／
南
町
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
き
ら

っ
と
）
／
土
田
☎
042
・
465
・
４
６
２
８

ギ
タ
ー
を
楽
し
む
会
（
演
奏
会
）

西
東
京
音
楽
愛
好
会

　

ギ
タ
ー
を
弾
き
た
い
人
、
聴
き
た

い
人
の
集
ま
り
で
す
。

３
月
26
日
（日）
／
10
時
〜
12
時
／
芝
久

保
公
民
館
／
ギ
タ
ー
を
弾
く
人
千

円
・
聴
く
だ
け
の
人
500
円
／
橋
本
☎

042
・
427
・
０
０
３
６

【
第
１
期
の
日
程
】

説 明 会

実施期間

申請期間

調 整 会

①3月6日（月）19時～田無公民館
②3月7日（火）10時～柳沢公民館

６月１日（木）～７月31日（月）

３月９日（木）～３月16日（木）

４月３日（月）19時～田無公民館

　公民館運営審議会委員（社会教育の関係者
〈公募市民〉）を募集します。
【審議会の職務】
　公民館長の諮問に応じ、公民館事業の企画
実施につき、調査審議する。
【会議数】 年12回
【資格】  18歳以上の市内在住・在勤・在学者
【募集人員】  ２人
【選考方法】  作文による選考
「西東京市公民館運営審議会委員の役割につ
いて」を1000字程度にまとめ、住所・氏名・生
年月日・電話番号を明記し、3月2日（木）から3
月10日（金）（消印有効）までに、〒202-0022
柳沢1－15－1柳沢公民館へ郵送、または持参
【報酬】  日額１万800円
【任期】  平成29年5月1日～平成31年4月30

日（2年間）
【連絡先】　柳沢公民館

せ
い  

じ

か
ず 

や

き
よ
か
わ せ   

お

サークル
から

催
し
物
案
内

編
集
後
記

市
民
企
画
事
業

公
民
館

信
頼
が
引
き
出
す
地
域
の
力

　

公
運
審
委
員　

中
曽
根　

聡

後
期
報
告
会

29
年
度
第
１
期
説
明
会

事
業
案
内

公民館運営審議会委員募集
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